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令和 7 年 4 月 20 日（日）13時 30分～ 

令和 7年度 評議員会 場所：母校 第二視聴覚室 
オンラインでも出席できます。 

 
 

 

                             

評議員のみなさまへ 

母校「125 周年記念事業」の進捗状況 
いよいよ母校は 125周年という節目の年を迎えます。昨年 4月に発足した実行委員会では「事業部会」「式典部会」「財務部会」の 

3部会で記念事業の実施に向けて検討を重ねてきました。以下、現段階で予定されている記念イベントの内容です。 

◆ 5 月 5 日（月･祝）プレイベント①（母校 小ホール）実行委員会記念事業部会企画 

◆ 7 月 27 日（日）  プレイベント②（母校 小ホール）実行委員会記念事業部会企画 

◆10 月 18 日（土）  青春かながわ校歌祭（やまと芸術文化ホール）在校生も参加予定 

＊出演した合唱団は 125周年記念式典でも「校歌」を歌う予定 

◆10 月 19 日（日）  プレイベント③（母校 小ホール）実行委員会記念事業部会企画 

 ◆11月 7日（金）125周年記念式典（パシフィコ横浜～国立大ホール～）    
◆ 3 月 15 日（日）  ファイナルイベント（西公会堂 ※未定）真澄会企画 

◆ 5 月 17 日（日）  ラストイベント（※詳細後日）真澄会企画 

 

 

評議員の皆さまには、ＱＲコードから最新の情報をご確認いただき、同期の仲間、部活の先輩後輩等へのお声掛け等ご協力をお願いいたします。 

 

母校創立 125 周年を迎えて      真澄会 会長 皆藤愼一 

母校は創立 125周年を迎え、11月には記念式典が開催されます。そのため母校・PTA・真澄会の三者で実行委員会を立ち上げ式典およ

び関連イベントなどを計画しています。これらに必要な費用の多くは真澄会の負担です、そのため昨年発行のますみ 66号で 125周年記

念事業について寄付を募りましたがその状況が芳しくありません、幸い前回の創立 100周年時の余剰金があり、記念式典を開催すること

ができますが次回イベント（創立 150周年）に備え資金の積立てと運営ノウハウを継承していかなければなりません。評議員の皆さまに

は同期生に式典への参加と寄付のお声がけをお願いします。 

真澄会は平沼高校の卒業生スタッフ・理事のボランティアによって成り立っています。かつて 60歳定年であった時代は定年退職後に理

事やスタッフとして真澄会に関わってくれた方々がいましたが、今では 70代まで働くことが一般的な状況で真澄会活動に時間を割ける

理事候補者が少なく真澄会存続の危機を憂いています。昨年は理事の改選がありましたが退任 9名に対し新任 3名と 6名もの減少となり

ました。次の改選は来年です。残り 1年間で評議員の皆さまには理事候補者の自薦を含め候補者の推薦をお願いします。会則の見直しも

必要かもしれません。理事会は評議員の皆さまと真澄会のあるべき姿を求めてコミュニケーションを深めたいと思っています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

会費「一括納入制度」のご案内 
真澄会の活動はみなさまの会費によって支えられています。 

2024年度の総会で、真澄会費の「一括納入制度」を選択できる方法を提案しご承認いただきました。これまで年会費は 2,000円で、70

歳になると「終身会費制度」を選択でき 20,000円を一括納入することで、以降「年会費」は免除としていました。総会でご承認いただ

いた「変更案」は、「終身会費制度」の 70歳以上という年齢の制限を撤廃し、全会員が「一括納入制度」を選択でき、以降「年会費」

は免除としたことです。 

新入会員のみなさま（122期）と 5年間会費免除中の会員のみなさま（119期～121期）は、卒業時にすでに納めていただいた入会金

4,000円に加え 10,000円（合計 14,000円）の納入で「一括納入制度」を選択できます。125周年記念事業の一環として 2025年度・2026

年度の 2年間を推奨期間としておりますので、ぜひこの機会に「一括納入制度」をご活用ください。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「125 周年事業寄付金」のお願い 
母校は 2025 年に創立 125 周年を迎え、2025年 11月 7日（金）にみなとみらいの「パシフィコ横浜～国立大ホール～」にて記念式典

を開催いたします。母校の歴史を振り返り、未来を展望する貴重な機会となりますので、ぜひご参加くださいますようお願い申し上げ

ます。なお、125 周年事業への寄付金をいただいたみなさまには御礼申し上げるとともに、引き続きご寄付のご協力をお願い申し上げ

ます。ご寄付いただいた資金は、母校および母校生徒のために活用いたします。 

お問い合わせ・お申し込みは 

TEL：０４５(３１１)３３５６(火曜日のみ) 

Ｅ-メール： jimukyoku@masumikai.org 

ホームページ:  真澄会  ←検索 

https://masumikai.securesite.jp/sp20/sp_main/ 

 

 

 

 

 

000 円） 

令和 7 年 5 月 18 日（日）13 時 30分～ 

令和 7年度 真澄会総会 場所：母校 小ホール 
 
。 

 

 

令和 7 年 5 月 18 日（日）16 時 00分～ 

令和 7年度 真澄会懇親会 会費 5,000円 

場所：ホテル・ザ・ノット ヨコハマ 

 
 
。 

 

 

 
 

 

 

 

 
真澄会ＨＰ 

 

ホテル・ザ・ノット ヨコハマ 
横浜市 西区 南幸 ２－１６－２８ 

※各イベントとも、今後実行委員会での検討を重ねて詳細を決定して参ります。 
 

https://masumikai.securesite.jp/


                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜「ストリートダンスバトル」の優勝旗に美術部

現役生伊藤ゆきのさんのデザインが採用されました 総務委員会報告 

～～   ～～ 

 

 

 

◎ 理事改選について 
 

 

 

 

 

 

評議員会の場で忌憚のないご批判を頂き、今後の見通しを含め

た見解を総会に諮りたいと考えています。 

先輩セミナーについて 
2024年 10月 24日(木)、母校１学年の生徒の皆さん(319名)向けに、

今年度の『先輩セミナー』が開催されました。 

演題： 

「SDGsの理念と人権を大切に 

するにはどうしたらよいか」 

講師：高須幸雄さん(62 期)  

・国際連合 

事務総長特別顧問 

・公益財団法人 

日本ユニセフ協会 

代表理事会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「青春かながわ校歌祭」 『ももふねちふね展』横浜平沼高校－芸術が育つところ－ 

母校創立 125 周年記念 美術系卒業生からのエール 
125周年記念事業のプレイベントとして百貨店 横浜髙島屋画廊にて 2024

年 8 月 7 日～12 日に開催いたしました。出展作家は 9 名。（ＱＲ参照） 
2010年に着想、当時真澄会スタッフ の遠藤玲子さん（71期）と共に同窓

生有志作家が試行錯誤ののち準備。開催にあたり、横浜高島屋美術部：原口
優子さん（84期）、広告代理店プランナー：久古はるかさん（110 期）、商
標登録：山本博人さん（75期）、多くの同窓生にご協力をいただきました。
また特別出展として、日本画家の荘司福さん（23期）の作品を神奈川県立近
代美術館から画像を借用して展示、生徒（5期）の日本画図画作品※も併せ
て展示しました。これらの作品は、2012年歴史資料委員会：永森邦雄さん
（50 期）他スタッフが発見・調査された貴重な資料です。母校の美術教育が
如何に高質なものであり、多くの作家を育んできた源泉が母校にあったこと
を物語っています。 
来場者約 300名、出展作家である日本画家 鳥山玲さん（71 期）からは、

母校奨学金として収益全額を真澄会にご寄付いただきました。 

後援：125 周年記念事業実行委員会 

横浜平沼高等学校同窓会 真澄会 

※手本に忠実に模写する美術教育の手法臨画・臨写ともいう 

 

 

  

 

母校入学志願者と合格者の状況 
年度 志願者数 合格者数 

2024（124期） 429名 319名 

2025（125期） 422名 319名 

 

 

122期 評議員は、立候補により以下のみなさまに決定いたしました。 

石川由唯さん 大友海青さん 須田史奈さん 山里碧さん 

 

平翠戦 
2024年は横浜翠嵐高校が創立 110周年、2025年は横浜平沼高校が創立 125

周年にあたります。 

コロナ禍で延期されていた平翠戦をこの周年事業に合わせて行う事としま

した。2024年は 110周年の翠嵐高校が担当校になり、各試合前に翠嵐高校校

長先生等の挨拶と、“翠平戦”として実施する旨の宣言があり、サッカー

部、剣道部、ハンドボール部、バスケットボール部、野球部、テニス部の試

合が行われ、野球部は OB同士の試合も行われました。 

結果は翠嵐高校の総合優勝。優勝旗は翠嵐高校に渡りました。 
※野球に関しては、タウンニュース（神奈川区、

西区、中区、南区版）にも取り上げられました。 

2025 年はさらに対抗戦の試合を増やし

（OB・OG 戦も含めて）、文化部同士の交流の

機会も企画したいと思っておりますので、両

校の生徒、先生の多大なる協力をお願いいた

します。2025年度は“平翠戦”優勝旗奪還を

目指します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

  121 期評議員 

 
ももふねちふね展サイト 

 

 

 

 

 

部活動等に激励金を贈呈しました 

・女子ハンドボール部（団体）インターハイ福岡大会 

・かるた部（個人） 第 46回 全国高校選手権（近江勧学館ほか） 

・女子ハンドボール部（個人）選抜神奈川県代表強化合宿（京都府船井郡ほか） 

・ダンス部（団体）第 17回 日本高校ダンス部選手権 

・女子ハンドボール部（個人）国体関東ブロック大会（山梨県甲府市） 

・陸上競技部（個人）第 28回 関東高校選抜 新人陸上競技選手権（栃木県） 

・かるた部（個人）第 31回 関東大会（秩父宮記念体育館）県代表チーム 

・陸上競技部（個人）Ｕ－19強化合研修・合宿（神奈川県立スポーツセンター） 

・女子ハンドボール部（団体）第 39回 関東高校選抜大会 

・女子ハンドボール部（団体）第 48回 全国高校選抜大会（大分県大分市） 

 

昨年 3月に合唱団の先生方のキックオフ。その時のテーマは「今年はど

の曲にしようか？」なのですが、今年はマロ先生こと吉田孝古麿（50 期）

さんの指揮活動 70周年記念ということで、マロ先生ご本人の作品『星よ

地球(ほし)よ』に決まりました。 

選曲決定後は、練習場所（母校の小ホール）確保の為、学校との交渉、

それと同時にＳＮＳを活用して、今までのメンバーを含めて参加者を募

集、楽譜と音源を作成して、ホームページにアップと、皆さんのご協力の

もと、たて続けの作業となりました。 

7月から練習開始、全部で 6回、他校はこれほど多く練習していないよ

うです。今回の参加者は 60名、コロナの前は 120 名の時もありましたの

で、少し残念です。 

毎年のことですが、本番当日の我が校は盛大な合唱でした。 

今年は 10月 18日(土)、やまと芸術文化ホール「シリウス」です。皆様

ぜひお越しください。 

125周年を盛り上げるためにも、より多くの方にご参加いただき、大合

唱団にしましょう！！ 

 


